
 

 

＜特発性大腿骨頭壊死＞ 
 

今回は特発性大腿骨頭壊死についてご紹介します。これは 

人体で１番大きな球状の関節である股関節を構成する大腿 

骨頭の⼀部が、⾎流の低下により壊死に陥った状態です。 

やや男性に多く、30〜50 歳代に好発します。 

【症状】 

骨壊死が発生しただけの時点では自覚症状は少なく、骨壊死 

に陥った部分が潰れて大腿骨頭に圧潰が生じたときに出ます。 

このため症状が出るまでには数ヶ⽉から数年の時間差があり 

ます。自覚症状としては急に生じる股関節部痛が特徴的で腰 

痛、膝痛、臀部痛が初発する場合もあるので注意が必要です。 

【治療法】 

保存療法壊死の大きさや位置から予後が良いと判断できる 

症例や症状がない場合に適応されます。杖などによる免荷が 

基本となり生活指導を⾏い、疼痛に対しては鎮痛消炎剤の投 

与などで対処します。 

⼿術療法自覚症状があり、圧潰の進⾏が予想されるときは⼿ 

術適応される場合があります。 

上記の症状で説明したように股関節だけに痛みが出るわけでは 

なく、腰や膝、臀部から症状が現れる場合もありますので少しで 

少しでも気になる事があれば、早めにお近くの医療機関へ受診 

する事をお勧めします。 


